
法 ③
④

実績 ④

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

多様な住まい ①市民 ①住まいづくりに さの住まいる情報 目標 4,650 4,700 4,750 4,800 生活道路の整 ①生活道路 ①住環境に必要な 一般市道の改良率 目標 59.8 59.9 60 60.1
① 回 ① ％

づくりの推進 ②市営住宅 必要な情報、支援 の閲覧件数(単年) 実績 5,578 - - - 備 機能と安全性を確 (改良済/総延長） 実績 59.9 - - -

③空き家所有者 を得られている。 市営住宅の長寿命 目標 34.5 44.8 55.2 65.5 保する。 橋梁長寿命化計画 目標 7.7 11.5 23.1 34.6
② ％ ② ％

②適正な管理・運 化率 実績 34.5 - - - の進捗率 実績 3.8 - - -

営を行う。 空き家バンク成約 目標 22 22 22 22 目標
③ 件 ③

③有効活用をして 件数(単年) 実績 24 - - - 実績

もらう 目標 目標
④ ④

実績 実績

雨水排水路の ①雨水排水路 ①住環境の安全性 雨水幹線排水路の 目標 62.4 63.2 63.9 64.7 都市公園の整 ①都市公園 ①快適な住環境創 市民１人当たりの 目標 20 20 20 20
① ％ ① ㎡

整備 を高めるため、雨 整備率 実績 62 - - - 備 出のため、公園等 都市公園面積 実績 20.15 - - -

水排水路の整備を 目標 の整備を推進する 都市公園の汲み取 目標 47.6 57.1 61.9 66.7
② ② ％

推進する 実績 。 りトイレの解消率 実績 52.4 - - -

目標 目標
③ ③

実績 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・住まいづくりに必要な最新の情報を市ホームページ等を通して発信するとともに、関係各課・関係機関と連携し 【施策の取組方針達成状況】

市産材の建築物への活用の促進に向けた取組について検討する。 □ 全て達成 ・住まいづくりに必要な情報を発信するとともに、市産材の住宅への活用促進に向けた支援制度を検討した。

・長寿命化計画に基づく市営住宅の改修工事を実施するとともに、老朽市営住宅の統廃合・再編に向けた取組を進 ・市営住宅の外壁・屋上防水改修及び給排水設備改修を実施し、長寿命化を進めた。また、市営住宅の統廃合・
取組

める。 ■ 一部未達成 再編に向け、対象入居者への説明会を実施した。
方針

・空き家実態調査の結果をもとに、空き家の所有者に対し空き家バンク制度の周知を積極的に図り新たな物件の発 ・空き家の所有者に対し空き家バンク制度の周知を図った。

掘を行う。 □ 全て未達成 ・広報さのや市HP等により住宅・建築物の耐震化を促した。また、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、
施

・住宅・建築物の耐震化を促すため、広報さのや市ホームページ等による周知に加え、戸別訪問により積極的な普 戸別訪問ではなく耐震啓発ブースの設置により補助制度の普及啓発に努めた。
策

及啓発を行う。 ・緊急性や整備効果を勘案して生活道路の整備及び橋梁長寿命化修繕計画に基づく補修工事を推進した。

・生活道路の整備や維持管理を行うとともに、長寿命化修繕計画に基づき橋梁等の補

令

修工事を行う。 ■ 全て

和

達成 ・秋山川３号雨水

５

幹線の工事着手に向け

年

、河川管理者等との協

度

議を実施した。

・秋山

　

川３号雨水幹線の着手

施

に向け関係部局との協

策

議を進める。 ・(仮称

・

)高萩中央公園の整備

基

を推進したが、新型コ

本

ロナウイルス感染症の

事

影響により令和５年度

業

に繰越しとなっ
成果

・

マ

（仮称）高萩中央公園

ネ

の整備、公園施設の長

ジ

寿命化計画に基づくト

メ

イレのバリアフリー化

ン

・水洗化を推進する。

ト

□ 一部未達成 た。また

シ

、長寿命化計画に基づ

ー

きトイレのバリアフリ

ト

ー化・水洗化を推進し

　

た。
指標

・公園施設の

（

ＬＥＤ化更新を進める

令

。 ・公園施設のＬＥＤ

和

化更新に向け事業者を

４

選考し契約締結した。

年

□ 全て未達成 【成果指

度

標達成状況】

様々な取

実

組をとおして成果指標

績

の目標を達成した。

基

に

本事業名 令和4年度基

基

本事業の取組方針 基本

づ

事業の取組方針・成果

く

指標達成状況 基本事業

評

名 令和4年度基本事業

価

の取組方針 基本事業の

）

取組方針・成果指標達

 

成状況

多様な住まいづ

作

く ・住宅の耐震に関す

成

る情報をはじめ 取組方

日

針 ■ 全て達成 □ 一部未

 

達成 □ 全て未達成 生活

 

道路の整備 ・市道等の

令

改良、維持修繕を緊急

和

性 取組方針 □ 全て達成

 

■ 一部未達成 □ 全て未

6

達成

りの推進 、住まい

年

づくりに必要な情報を

 

発信 成果指標 ■ 全て達

3

成 □ 一部未達成 □ 全て

月

未達成 や整備効果を勘

 

案して実施する。 成果

5

指標 □ 全て達成 ■ 一部

日

未達成 □ 全て未達成

し

基

、耐震化費用や市産材

本

(木材・漆 【基本事業

目

の取組方針】 ・道路構

標

造物の保守点検を引き

名

続き ・市道道路改良事

0

業については予定通り

5

実施した。また、緊急

快

を要

喰）の建築物への

適

活用等に対して補 ・住

に

宅の耐震化など住まい

よ

づくりに必要な情報を

り

広く市民に発信し 実施

安

するとともに、橋梁長

全

寿命化修 する生活道路

で

の維持修繕を随時実施

安

した。

助金による支援

心

を行う。 補助金による

し

支援を行った。また、

て

市産材の住宅への活用

暮

促進に向 繕計画に基づ

ら

く、橋りょう長寿命化

せ

・道路構造物の保守点

る

検として１２０橋の点

ま

検を実施した。また、

ち

・市営住宅の長寿命化

づ

及び施設の統 け支援制

く

度を創設した。 事業に

り

よる橋梁の補修工事を

建

行う。 橋梁補修工事に

築

ついては、２橋の工事

住

を予定していたが財源

宅

不足に

廃合・再編に向

課

けた取り組みを行う ・

政

市営住宅の長寿命化と

策

して、高萩住宅３号棟

体

の外壁・屋上改修、 よ

系

り１橋の完了に留まっ

政

た。

。 堀米住宅２号棟

　

の給排水設備改修を実

策

施した。また、市営住

　

宅の統 【成果指標達成

名

状況】

・利活用可能な

0

空き家を発掘し、空 廃

2

合に向け、対象６住宅

住

の入居者への移転説明

み

会を実施した。 ・「一

や

般市道の改良率」につ

す

いては、予定通り事業

い

を実施し目標を

き家バ

快

ンクへの登録を促し、

適

空き家 ・チラシや広報

な

、移住定住ポータルサ

ま

イトにて空き家バンク

ち

のPRを 達成した。

の

づ

有効活用を図る。 行い

く

、空き家の有効活用の

り

推進に努めた。 ・「橋

施

梁長寿命化計画の進捗

策

率」については、橋梁

主

の補修工事１橋

【成果

管

指標達成状況】 のみの

課

完了であったため目標

長

達成には至らなかった

施

。

・「さの住まいる情

　

報の閲覧件数」、「市

策

営住宅の長寿命化率」

　

、
基

「空き家バンク成

名

約件数」は、様々な取

0

組をとおして目標を達

1

成し
本

た。
事

雨水排水

快

路の整備 ・東部4号、

適

東部９号、東部１４号

で

取組方針 □ 全て達成 ■

質

一部未達成 □ 全て未達

の

成 都市公園の整備 ・（

高

仮称）高萩中央公園の

い

整備を計 取組方針 □ 全

住

て達成 ■ 一部未達成 □

環

全て未達成
業

雨水幹線

境

の整備を実施する。 成

の

果指標 □ 全て達成 □ 一

整

部未達成 ■ 全て未達成

備

画的に実施する。 成果

毛

指標 ■ 全て達成 □ 一部

塚

未達成 □ 全て未達成

・

　

秋山川３号雨水幹線、

英

中部１－１ 【基本事業

夫

の取組方針】 ・都市公

施

園のトイレのバリアフ

策

リー 【基本事業の取組

関

方針】

号排水ポンプの

係

着手に向け関係部局 ・

課

雨水幹線等の整備につ

都

いては、令和３年度の

市

繰越工事として、東 化

計

・水洗化を計画的に実

画

施する。 ・(仮称)高

課

萩中央公園の整備は計

、

画的に進めているが、

都

新型コロナ

との協議を

市

進める。 部４号及び東

整

部１４号の計168.

備

4mの整備工事を実施

課

した。また、令 ・公園

、

灯のLED化更新を実

道

施する。 ウイルス感染

路

症の影響により年度内

河

完了が見込めず令和５

川

年度に繰

和４年度工事

課

として、東部９号の整

、

備工事を発注したが、

建

支障物件 越となったが

築

、供用開始に影響はな

指

い。

の移設に不測の日

導

数を要した等により、

課

令和５年度に繰越とな

、

った ・トイレのバリア

上

フリー化・水洗化につ

下

いては、長寿命化計画

水

に基

。 づき予定どおり

道

実施できた。

・秋山川

局

３号雨水幹線や中部１

下

－１号排水ポンプにつ

水

いては、工事 ・公園灯

道

のLED化更新につい

課

ては、公募型プロポー

１

ザル方式により

の実施

．

に向け、河川管理者等

施

との協議を進めた。 事

策

業者の選考を行い、令

の

和５年２月に契約を締

目

結した。

【成果指標達

的

成状況】 【成果指標達

と

成状況】

・雨水幹線等

成

の整備は着実に進めて

果

いるが、繰越となった

把

路線があ ・「市民１人

握

当たりの都市公園面積

こ

」については、本市の

の

人口減少

り目標達成に

施

は至らなかった。 に伴

策

い目標値を上回る結果

は

となった。

・「都市公

、

園の汲み取りトイレの

誰

解消率」は、事業実施

、

により目標

を達成した

何

。

４．施策の基本情報

を

社会情勢変化、国・県

対

の動向、市民・議会意

象

見等 施策の成果向上に

と

向けての役割分担

・大

し

規模災害の増加により

て

、防災への意識が高ま

い

り、建築物等の安全性

る

が求められている。 市

か

民 事業所 行政

施 ・老朽

対

化による住宅・施設の

象

耐久性の対策並びに施

指

設の長寿命化が求めら

標

れている。 ・自己所有

単

建築物の適切な管理・

位

営繕に努める ・行政が

R

推進する施策への協力

4

、連携に努め ・安全安

R

心な住まいづくりや質

5

の高い住宅づ

策 ・人口

R

減少や高齢化の進行等

6

により、管理されない

R

空き家が市内全域で増

7

加しており、特に市街

・

地の空洞化 。 る。 くり

住

等のニーズに合わせた

宅

支援を強化する。

の も

に

進んでいる。 ・住居周

関

辺の生活環境の維持に

し

努める。 ・地域特性に

て

配慮し、市民のニーズ

の

に対応し ・公共インフ

市

ラの適正管理を行うと

民

共に、計

基 ・各施設で

ア

高齢者・障がい者等へ

ン

の対応が求められてい

ケ

る。 ・公園を適正に利

ー

用し、美化に努める。

ト

た住宅の提供に努める

を

。 画的に長寿命化を進

実

める。

本 ・道路の維持

施

管理については、高度

し

経済成長期に作られた

、

道路インフラが一斉に

そ

老朽化を迎え、国の社

の

会資 ・空家等の所有者

満

は、空家等の適切な管

足

理に努 ・市営住宅の長

度

寿命化を計画的に推進

を

する。

本 本整備審議会

①

から「道路の老朽化対

市

策の本格実施に関する

民

提言」をうける等、全

①

国的に社会問題となっ

市

てい める。 ・空家等に

人

関する施策を総合的か

口

つ計画的に

情 る。 推進

人

する。

報 ・市議会にお

1

いて、道路の適切な維

1

持管理について要望さ

5

れている。

・市議会に

,

おいて、公園等のトイ

7

レの水洗化を求める意

0

見が出されている。

５

0

．施策全体の総括・今

-

後の課題・今後の方向

-

性
施策の成果実績と施

-

策の基本情報及び施策

把

コストに関する全体総

握

括 今後の課題 今後の方

す

向性

・多様な住まいづ

る

くりの推進として、住

こ

まいづくりに必要な最

と

新の情報を広く市民に

に

発信するとともに、市

よ

産材 【令和５年度で解

り

決する課題】 ①市産材

、

の一般住宅への活用促

住

進に向け、補助金によ

宅

る支援を実施し

の住宅

に

への活用促進に向け支

係

援制度を検討し、創設

る

した。引き続き市産材

各

の活用促進への取組が

種

必要である。 ・木造住

事

宅耐震診断士派遣制度

業

の創設。 、快適な住ま

の

いづくりを推進する。

成

・市営住宅の長寿命化

果

として、高萩住宅３号

向

棟の外壁・屋上防水改

上

修及び堀米住宅２号棟

が

の給排水設備改修工事

期

・(仮称)高萩中央公

施

園の整備工事を完了し

策

供用開始する。 ②長寿

の

命化計画に基づく市営

目

住宅の改修を実施し適

的

切な管理を行うと

を実

②

施した。また、市営住

公

宅の統廃合・再編に向

共

け、対象住宅の入居者

イ

に移転に関する説明会

ン

を行った。引き続 ・公

フ

園施設の照明をLED

ラ

照明に更新する。 とも

（

に、老朽化した市営住

生

宅の統廃合・再編に向

活

け、適宜移転交渉を

き

道

市営住宅の長寿命化と

路

統廃合・再編に向けた

・

取組が必要である。 【

雨

令和６年度以降にも引

水

き継がれる課題】 進め

排

る。

・空き家の有効活

水

用については、空き家

路

バンクの登録件数は１

・

４７件（累計）、成約

都

件数は２４件（累計:

市

１０ ①市産材を活用し

公

た快適な住まいづくり

園

の推進。 ③空き家バン

）

クの効果的な周知を図

②

りながら登録件数及び

市

成約件数を

５件）で成

道

果指標目標を達成でき

延

た。引き続き空き家バ

長

ンクによる空き家の有

k

効活用に取り組む必要

m

がある。 ②市営住宅の

1

長寿命化及び統廃合・

,

再編による適切な管理

1

運営。 増やすことで、

7

空き家の有効活用を推

1

進する。

・耐震啓発ブ

-

ースを市庁舎１階に設

-

置し補助制度の普及啓

-

発に努めることができ

待

たが、新型コロナウイ

で

ルス感染 ③人口減少・

き

少子高齢化による空家

る

等の有効活用。 ④戸別

た

訪問による補助制度の

め

周知を図り、住宅の耐

、

震化率の向上に努

症の

成

影響を鑑み戸別訪問は

果

中止とした。引き続き

指

耐震化の促進に取り組

標

む必要がある。 ④住宅

と

を含めた建築物の耐震

し

化の推進。 める。

・生

て

活道路の整備として、

採

緊急性や整備効果を勘

用

案し、市道道路改良事

し

業９件の工事実施し成

た

果指標目標を達成 ⑤橋

。

梁の長寿命化による利

「

用者の安全性の確保。

対

⑤計画的かつ柔軟に橋

　

梁の長寿命化を推進す

象

る。

できた。また、橋

」

りょう長寿命化事業で

③

は、２橋の内１橋の完

雨

成に留まったため引き

水

続き取組が必要である

幹

。 ⑥公園利用者の安全

線

性の確保及びバリアフ

排

リー化の推進。 ⑥長寿

水

命化計画に基づき公園

路

施設の長寿命化を図る

延

とともに、快適な

・都

長

市公園の整備として、

ｍ

公園施設の長寿命化計

1

画に基づくトイレのバ

7

リアフリー化・水洗化

,

、公園施設のLED ⑦

7

特定外来生物等による

0

都市公園等樹木への被

0

害対策。 公園となるよ

-

うバリアフリー化につ

-

いても推進する。

化更

-

新を推進した。また、

・

(仮称)高萩中央公園

住

の整備については、新

ま

型コロナウイルス感染

い

症の影響により繰越 【

の

令和６年度重点課題】

周

⑦特定外来生物等によ

り

る被害に対して防除対

の

策を行い、都市公園等

公

の

となった。引き続き

共

安全安心に公園を利用

イ

できるよう施設の長寿

ン

命化に取り組む必要が

フ

ある。 ⑧浸水対策事業

ラ

を推進し、安全な住環

に

境の確保。 樹木を適切

関

に管理する。

・クビア

し

カツヤカミキリやカシ

て

ノナガキクイムシによ

の

り公園等のサクラやナ

市

ラの木に枯れが発生し

民

ており、補正 ⑧市街地

ア

の浸水被害の軽減に向

ン

けて、計画的に雨水排

ケ

水路の整備を推

予算を

ー

組んで防除対策を実施

ト

した。引き続き被害木

④

への防除対策に取り組

都

む必要がある。 進する

市

。

・雨水排水路の整備

公

として、東部１４号雨

園

水幹線等で計６件の工

数

事を実施し、うち２件

個

は完了したが、一部の

所

工

事で支障物件の移設

1

に不測の日数を要した

7

ため等の理由で４件が

5

繰越となった。

・令和

-

４年度の決算額は13

-

億7,275万円とな

-

り、令和３年度の決算

成

額14億6,923万

果

円と比べ9,648万

指

円の減額とな

った。主

標

な要因は、田沼本町地

を

区排水路改修事業費、

実

(仮称)高萩中央公園

施

整備事業費等の減によ

し

るものである。

、その満足度を把握することにより、公共インフ

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方 ラに係る各種事業の成果向上が期待できるため、成果指標

①それぞれのライフスタイルに合った住居や住み方を選択 ライフスタイルに合った良質な住宅に満足 目標 65 65.5 66 66.5 として採用した。
① ％

し、安全で快適に暮らせる。 している市民の割合 実績 65.7 - - -

②地域の実情に応じた公共インフラとして整備し安全で快 住まいの周りの住環境に満足している市民 目標 38 38.5 39 39.5
施策の目的 ② ％

適に生活できる。 の割合 実績 39.3 - - -
「意　図」

目標 ① 市政に関するアンケート調査
③

実績 成果指標の ② 市政に関するアンケート調査

目標 取得方


